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京都大学記者クラブ加盟社 各位                       

立命館大学広報課    

国際平和ミュージアムは、下記の日程で第 129 回ミニ企画展示「こんなはずじゃなかった」を開

催いたします。 

京都・西陣で地域、医療、老いと向き合った医師・早川一光氏(1924-2018）は、地域医療のパイ

オニアであり、晩年は自らも病を得て、人間全体を診ることの難しさに向き合いました。 

本展では、戦後日本社会での早川医師の取り組みと、老いの中で理想の医療と介護を考え続け

た 姿 を 紹 介 し た 「 こ ん な は ず じ ゃ な か っ た 」 ( 松 村 和 彦 写 真 展  KG ＋ 2019KYOTOGRAPHIE  

SATELLITE EVENT)をもとに、松村氏自作の写真集等も加え、安心、安全に暮らす社会を私達は

どのように実現することが出来るのか、改めて考える機会として開催いたします。 

また、2 月 29 日(土)には早川一光氏の長女でフリーライターの早川さくら氏と、京都新聞社写真

部記者の松村氏による講演会を予定しております。なお、本展は第 24 回京都ミュージアムロードの

参加企画です。 

記 

●第 129 回ミニ企画展示「こんなはずじゃなかった」 

会 期 ： 2020 年 2 月 17 日（月）～3 月 21 日（土）  

会 場 ： 立命館大学国際平和ミュージアム 2 階 常設展示室内 

開館時間 ： 9：30～16：30（入館は 16：00 まで） 

休 館 日 ： 日曜日(ただし 2/23 は開館)、2/24(月) 

見学資料費 ： 大人 400 円(350 円)、中高生 300 円(250 円)、 

小学生 200 円(150 円) 

※ ( ) 内は 20 名以上の団体料金 

※ 地階受付で見学資料費をお支払いください。             

主 催 ： 立命館大学国際平和ミュージアム 

協    力 ： 京都新聞社、立命館大学地域健康社会学研究センター 

 

●早川さくら×松村和彦 講演会 

日 時 ： 2020 年 2 月 29 日（土）14：00～15：30 

会 場 ： 立命館大学国際平和ミュージアム 2 階会議室 

内 容 ： 早川さくら氏（早川一光氏長女）と松村和彦氏（京都新聞社編集局写真部記者）に 

        よる講演会 

申 込 み ： 不要 ※参加費無料ですがミニ企画展示をご覧いただくには見学資料費が必要です。 

以上  
 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学国際平和ミュージアム 担当：阿野 

TEL. 075-465-8151 https://www.ritsumeikan-wp-museum.jp/ 

“わらじ医者”早川一光氏が私たちに残したものを振り返る 

国際平和ミュージアム 第 129 回ミニ企画展示        

「こんなはずじゃなかった」開催 

会期：2020 年 2 月 17 日（月）～3 月 21 日（土） 

 

 

新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、国際平和ミュージアムは 3 月 21 日まで臨時休館を

延長することとしました。これに伴い、下記の企画展示もキャンセルとなりますのでご連絡差し上げます。 

                                                   2020 年 3 月 16 日 


